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2020年12月、2021年1月 号

NPO法人 いわて森林再生研究会

おらたちは森林の環境を守り、未来の資源づくりにつとめます

ホ ー ム ペ ー ジ ： http://i-sinrinsaisei.org/ ブ ロ グ ： http://iwatesinrinsaisei.sblo.jp

※　講師派遣のスケジュールは5pを見てください。

講座ではすでに広葉樹の伐倒がテーマに進んでいます。針葉樹と同じように安全な技術の習得が一番の目標です。

　月　日         内     容
　環境整備‥ギダジ研修場の整備

    　集合　ギダジ研修場
　間伐材の日‥木工教室・他
    　集合　ギダジ研修場
　里山整備事業‥枯損木除伐・間伐

    　集合　ギダジ研修場
　間伐材の日‥機材整備冬支度

    　集合　ギダジ研修場
　間伐材の日‥木工教室・他
    　集合　ギダジ研修場
　新春セミナー
    　会場　タカヤアリーナ

9(水)
～10(木)

 活動カレンダー　1２/1～1/3１ 詳細

6p

5(土) 2p

4p

12/1(火)

2p

19(土) 2p

23(土)
3p
6P

1/17(日)

【遠野地域木材総合供給モデル基地(木工団地)】

　木工団地は、平成５年から１５年の間に整備され
原木を取り扱う「遠野地方森林組合」、製材会社、
木材の乾燥加工会社、集成材の製造会社、プレカッ
ト加工会社、建具や内外装材会社、家具製造会社、
住宅製造会社、木質チップ製造会社。
原木から加工、製品化を担う工場が稼働している。
  平成１７年には、木工団地の事業体と森や木に携
わる人材育成を目的の、「遠野高等職業訓練校」遠
野市の林業窓口業務と団地内の情報提供を担う、
「森林総合センター」で構成する、「森林のくに遠
野・共同機構」が誕生。
　森林の整備と育成、原木を切り出し、原木から加
工、製品化を担う工場が一ヶ所で行う集合施設。目
指すものは、木材の需要拡大、遠野の木を遠野で加
工し、さまざまな形に製品化し付加価値をつけ需要
の拡大につなげたいとしています。
 各事業体が連携した合理的な生産体制、輸送費
軽減などコストカットも期待するとしています。

　岩手県内の原木の行先は、各地の共販所、合板工
場、ラミナ製材所、バイオマス燃料、製材所、キノ
コ栽培原木、薪などが考えられます。
　戦後再造林された森林を中心に、資源量が増加し
伐採利用時期にあるとされています。しかし、質に
おいては間伐等手入れ不足により、良・不良が混在
伐採と流通において運材も含め、効率的な利用販売
有効利用がされていないと推される。
　住宅着工戸数の減少等で、木材需要・価格の低迷
が、川上の経営上森林の再生に還元できず、林家の
意欲低下、無関心が生じている。
 また、効率性の重視により運搬車両が大型化され
少量・小規模伐採の資源が、運搬移送の手段が得ら
れず無駄になっていると思う。
　環境財しとしての森林の循環が十全に図られるこ
とを願う。



 「間伐材の資源化プロジェクト」
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＜ １２・１月のスケジュール ＞

■  木工教室

　　と　き　１２月５日(土)　　１月１７日（日）

  　集　合　ギダジ研修場　9:00～15:00

　　内　容　樽型傘立ての製作と製材を

　　　　　　行います。

　　　　　　希望者は板づくりも可能です。

　　　　　　指導：柴田仁さん

１０月　１１月の活動から

□１０月４日　１１月２１日　木工教室の活動を行いました。

 「間伐材の資源化プロジェクト」

「緑の募金事業」に採用されました。
　「　薪づくり /  木工教室 / きのこ栽培 です」
　一般の方々も誘って積極的に参加ください。

作品の板取りや薪束つくり、薪運搬など盛りだくさんの内容で活動しました。

■  機材整備＆冬支度
　　と　き　１２月１９日(土)
  　集　合　ギダジ研修場　9:00～15:00
　　内　容　チェーンソー、ウインチ、電動木工具
　　　　　　の整備と研修場の冬支度をします。
　　　　　　エンジンの能力測定器を用意しますの
　　　　　　で各自のチェーンソーなども持参下さ

　　　　　　い。

※炭焼き活動の結果は６ページに掲載しています。

　 間伐材の資源化会員配布について
　
当会では、薪づくりと製材そして炭焼きを資
源化して会員に有償配布しています。

薪はスギの玉切り済みが会員の一般家庭用と
して
一冬分　　３０，０００円(数量は必要分）

炭は５ｋｇ袋で　５００円(参加者優先）

板材は無料ですが活動参加者を優先。

　薪、板材については自分で玉切り＆製材し
たものは自由に利用可能です。
製材機や薪割り機の使用法を活動に参加して
マスターしたうえで活用してください。

問合せ先　090-4553-6903　岩崎まで
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 「森のチェーンソー講座」‥‥県民参加の森林づくり事業 (森林税事業)

10月の活動から □ 10/10(土)･25(日)「講座」‥深沢市行造林、乙部公民館
10/10 受講者15人 ｽﾀｯﾌ18人、 10/25 受講者13人 ｽﾀｯﾌ15人

11月の活動から □ 11/14(土)･22(日)「講座」‥盛岡市有林
11/14 受講者18人 ｽﾀｯﾌ17人、 11/22 受講者13人 ｽﾀｯﾌ14人

■ 12月の講座(目立て)は中止します。

12月の講座で予定していた「機材の
メンテナンス(目立て)」は、3月に行
います。次回発行の会報をご覧くだ
さい。

＜ 2020年12月の講座 中止 ＞

「オープン講座 新春セミナー」

と き 1月23(土) 13:00～15:00
ところ 盛岡タカヤアリーナ

盛岡市本宮5丁目4-1
内 容 特別講演

講師 山本 信次 先生
岩手大学農学部教授

演題 「広葉樹の森づくり」

当日は、マスクの着用をお願いします。

また,出かける前に自己検温を行い体調

不安の方は参加の自粛をお願いします。

■ 「オープン講座」

と き 1月 23日(土)13:00 ～15:00

集 合 盛岡タカヤアリーナ

内 容 右枠内をご覧ください。

＜ 2021年1月のスケジュール

雨のため座学（10/25）

雑木林の徐・間伐

予告

2021年2月の講座は中止します。

スギ林の徐･間伐 一連の作業

掛かったゾ‼
さぁどうする？

伐倒したナラの木を集材

伐倒方向

ヨシッ！

Ⅴ字カットで伐倒

危険予知

トレーニング

どんな危険が

潜んでいるか

考えよう‼

生態系の豊か

な森林とは…



　　　　・正式事業名・・・森林・山村多面的機能発揮対策交付金事業 (H31～３年計画の２年目）

■地域環境保全

　　　と　き １２月　９日（水）～１０日（木）
　９：００～１５：００

　　　ところ 三助山（田頭林）

　　　内　容 　９日：枯損木除伐・間伐 収運材

１０日：枯損木除伐・間伐 収運材

　　　集　合  ギダジ研修場

マツの話・・・・・❷【五葉松】
＊　ゴヨウマツ 日本原産のマツ科マツ属の常緑針葉樹。鹿児島県大隅半島を南限とし
    （ヒメコマツ） た太平洋側に分布し、宮城県阿武隈山地を北限とする。

鋳物の木型やピアノ・バイオリンなど楽器材料に利用、盆栽も人気。

＊　キタゴヨウ ゴヨウマツの変種で静岡県を分布の南限、岐阜県を西限に脊梁山脈と
日本海沿岸に分布、北海道の日高山脈を北限とする。庭園樹に利用。

＊　チョウセンゴヨウ
福島県南部から岐阜県に
かけてと四国の東赤石
岳にわずかに隔離分布。
球果は成熟後も開かず
落果し、種子は「松の実」

の食用になる。 江刈のキタゴヨウ

＊　ハイマツ 北海道から中部地方の高山帯に分布、赤石山脈・光岳を南限、白山
を西限とする。垂直分布では亜高山帯林を分布域下限とする。
伏条更新をする氷河期遺存種で富士山には見られない。

　　　 ・ ハッコウダゴヨウ・・・ハイマツとキタゴヨウの雑種で、幹が明確で斜上する。葉の長さがハイ
　  マツより若干長く、球果はキタゴヨウの性質を帯びる。
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□　地域環境保全・・・１１/１１⇒枯損木除伐・間伐他　　　　　　　　　　　　　　　　　参加 1４人

　　　　　　　　 　　　　  １０/１５⇒枯損木除伐・間伐他　　　　　　　　　　　　　　     参加 　６人

１０/１４ かかり木 １０/1４ 枝払い １０/１５ 受け口 １０/１５ 傾斜地

里山整備対策事業・・・・・林野庁の交付金事業

 １２月のスケジュール 　　１月のスケジュール

１０/１１月の活動から

□　地域環境保全・・・１０/１４⇒枯損木除伐・間伐他　　　　　　　　　　　　　　     参加 １２人

活動予定なし

キタゴヨウ盛岡の保存樹木キタゴヨウ

　　　　　　　　　　　　　 １１/１２⇒枯損木除伐・間伐他　　　　　　　　　　　　　　　　　参加 　８人

１１/１１ かかり木 １１/１１ かかり木２ １１/１２ 確認 １１/１２ 劣勢木伐木



主　催　団　体　名

10/ 11 枝払いの実習 10 / 11 伐木実習 11/ 8　枝打ち実習 11/ ８　伐木実習
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　 １２月 ２０日（日）

　 １２月 　６日（日）  山仕事初級講座

 山仕事初級講座

 第9期　山仕事入門講座
全11回

　 　１月 １０日（日）

　 １２月 １３日（日）

　NPO法人
　紫波みらい研究所

　　　１月 ２４日（日）

全 17回　　　１月 １０日（日）  山仕事初級講座

 山仕事初級講座

　　月　　日

　　　　　　　　講師派遣事業　(安全技術普及活動)

 第9期　山仕事入門講座
 NPO法人遠野エコネット

事　業　名 備　　考

＜ １２／ １月 の スケジュール＞

＜10 / 11月の 活 動 か ら ＞

月の活動から□ 10 / 11 (日)  遠野エコネット ・ ・ ・ ９年目の「山仕事入門講座」

テーマ ・・・間伐、枝打ちの実習 受講生 12名 派遣・・藤原隆雄・櫻井栄次郎・矢神光政
□ 11 /  8 (日)  遠野エコネット・・・９年目の「山仕事入門講座」

テーマ ・・・間伐、造材の実習 受講生 15 名 派遣‥藤原隆雄・岩井信之・矢神光政 3人派遣

□ １０/１１日（日） ２５日（日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
テーマ・・・・間伐と機材整備 派遣‥鎌田、岩崎の２人

10/11 山主さん挨拶

□ １１/８日（日） ２２日（日) 紫波みらい研究所‥「山仕事初級講座」
テーマ・・・・チェーンソーワークと間伐 派遣‥鎌田、岩崎の２人

10/11 枝払い 10/25 機材整備

10/25 機材整備 11/8 広葉樹伐倒 11/8 折り倒し



2020年12月・2021年１月号
      事務局　盛岡市上田堤 1-13-7 (事務局　立花 )

　TEL・FAX  019-638-0871 (携)　080-1679-1043
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☞環境整備とソバ収穫

・10/6（火）10/20（火）11/3（火）に延べ33

名の方々が参加して自発的に行いました。積

み上げた材木、伸び放題の雑草等を各自が工

夫し作業を行いました。以前よりは整理され

た状態となり参加者に感謝致します。

12月度は1日（火）に年内最後の予定日にしま

すので、ご都合の良い方は参加下さい。

・ソバの出来栄えは鹿対策の効果があり3㎏の

種で13㎏の収穫ができました。今年は収穫祭

はできませんが、来年はできればよいと願い

ます。

☞コロナ感染の県内拡大

盛岡市内でクラスターの発生となり瞬く間

に拡大傾向になりました。

世界の各国及び日本でも感染拡大の報道があ

り極めて憂慮すべき事態となってきました。

本当に身近な発症で今後の活動に充分な対策

が必要となってきました。

12月の作業がありますが、当日の検温と手指

消毒、マスク装着を徹底し間隔を開けた作業

を行うようにしましょう。

☞今年も炭焼きを実施

昨年11月に炭焼きを行い、コロナ禍で春に炭出

しが出来ずに窯の中に炭を入れた状態でした。

炭材作りを10月29日と30日の二日間、行い延べ

16名が参加して準備しました。

11月1日に昨年の窯出しと今回の炭材を入れて

点火式を行いました。

前回の成果は5㎏入りで67袋となり過去最多の

収穫量となりました。

今回の炭出しは来春に行う事にしました。炭材

に果物等を入れたが出来栄えは乞うご期待。

☞ヒヤリハットの事例

ハインリッヒの法則（１：２９：３００、

分析により導かれた労働災害の発生比率）

では、1件の重大事故のウラに、29件の軽傷

事故、300 件の無傷事故（ヒヤリハット）

があると言われています。

ヒヤリハット活動は、この300件のヒヤリ

ハットを集め、事前の対策と危険の認識を

深めることで、重大な事故を未然に防ぐ活

動です。

作業者ひとりひとりが出来る、安全活動の

ひとつです。

11月15日の岩手日報に66歳男性の伐採中の

事故が記載されていました。

誠に悲惨な事故ですが、我が団体でも同様

の事態になりかねない事例が発生していま

す。

お互いの作業手順と安全確認の徹底を行う

事が肝要となります。

各事業で作業終了後にヒヤリハットを報告

して同じ事が発生しないようにするには、

どのような注意をすべきか充分に話し合っ

て頂きたいと思います。

2021年1月のスケジュール

●「オープン講座 新春セミナー」

と き １月２３日（土）13時～15時

ところ タカヤアリーナ

講 師 山本 信次氏

演 題 未決

注意点

マスク着用、手指消毒、検温、間隔の確保



　やる気のページ
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■　＜木材利用のいろいろ　その２＞
　建築用材だけではない木材。
　伐採現場では直通で節のない原木を出荷することが主流になっていますが、木の
価値はいろんなところにあることも事実です。細くて曲がっていても活用できるも
のもあります。木の性質と利用方法を理解することも山の整備には必要な知識とな
るでしょう。

施業プランナーのコーナー

用途による樹種のちがい
　
　木には硬さ、丈夫さ、重さ、色、大小など色々な特質があります。日本で
活用されている木についてあげてみました。（理論社　木と日本人)

長火鉢、箪笥：キリ　　キリは金庫の内部にも使われ断熱性に優れている。
鍬、鋤、鎌　：カシ　　弥生時代から使われている硬くて重宝される。
臼、杵　　　：ケヤキ　木材の王様、丈夫で木目も綺麗。
枕木、土台　：クリ　　腐りにくく丈夫な材。
橋、木樋　　：マツ　　草津温泉の木樋は南部アカマツが使われている。
桶、櫃、枡　：ヒノキ・サワラ　水に強く狂いにくい。
まな板　　　：イチョウ　水や乾燥に強く割れにくい。
定　　規　　：ツゲ、サクラ　製図用定規に使われる。
そろばん　　：オノオレカンバ　丈夫さが一番。
マッチ軸木　：ドロノキなどヤナギ類
経　　木　　：アカマツ　岩手ではアカマツ製が今も作られています。
碁　　盤　　：カヤ　　しなやかで碁石を打ったときの音が良い。

柔らかくて軽いキリ材は板引きのオガ鋸の柄に使われていました。また、
ちょうなにはエンジュを若枝のうちに曲げて生育させた柄を使います。

間伐材活用　今月の紹介
　Kさんが古いリンゴ箱を間伐材で引き出しをしつらえたツールキャビネットに
リメイクしました。道具入れには程よい大きさのようです。
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